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読者の声を「会報」で反映します

　

南
河
内
地
区
は
、
青
山
病

院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
の
北

島
信
彦
先
生
を
講
師
に
、
よ

り
良
い
病
診
連
携
「
病
院
歯

科
の
本
音
」
を
テ
ー
マ
に
講

習
会
を
09
年
12
月
19
日
、
保

険
医
会
館
で
開
き
、
17
人
が

参
加
し
た
。

　

北
島
氏
は
、
地
域
で
集
め

た
病
診
連
携
に
関
す
る
ア
ン

病
診
連
携
テ
ー
マ
に
講
習
会

９
割
が
病
院
歯
科
に
患
者
送
る

南河内地区

ケ
ー
ト
か
ら
、
９
割
の
開
業

医
が
病
院
歯
科
に
患
者
を
送

っ
て
い
る
一
方
、
送
ら
な
い

・
送
れ
な
い
先
生
が
理
由
と

し
て
「
送
り
先
の
先
生
を
知

ら
な
い
」「
技
量
が
分
か
ら

な
い
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。
病
診
連

携
を
強
め
る
た
め
の
今
回
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
、
大
変

意
義
の
あ
る
も
の
だ
と
話
し

た
。

　

患
者
が
モ
ン
ス
タ
ー
化
す

る
近
年
に
あ
っ
て
、
歯
科
の

処
置
は
ほ
と
ん
ど
外
科
・
手

術
で
あ
り
「
手
術
す
る
の
に

き
ち
ん
と
説
明
し
な
い
医
者

は
い
な
い
」
と
患
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
の
重
要
性
や
、
紹

介
状
を
つ
く
る
注
意
点
も
簡

潔
に
述
べ
た
。

　

最
後
に
Ｂ
Ｐ
剤
に
よ
る
顎

骨
壊
死
や
、
抗
生
剤
の
使
用

基
準
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
使
用

患
者
に
対
す
る
歯
科
治
療
の

注
意
点
な
ど
を
実
体
験
も
交

え
な
が
ら
話
し
た
。

　

特
に
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
使

用
患
者
に
は
、
処
置
の
直
前

に
Ｐ
Ｔ
の
値
を
調
べ
る
こ
と

や
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

に
よ
っ
て
歯
科
医
師
に
よ
る

治
療
前
の
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
の

服
薬
中
止
の
指
示
に
も
、
注

意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
述
べ
た
。

定
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を

開
き
、
33
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
戸
井
逸
美
政
策
部
員

と
吉
田
裕
志
社
保
研
究
部

長
。

　

戸
井
氏
は
、
11
月
25
日
に

出
た
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
係
わ
る
厚
労
省
令
で
、

「
協
会
・
保
団
連
の
地
道
な

活
動
に
よ
り
世
論
を
動
か
し

義
務
化
撤
回
を
勝
ち
取
っ
た

次期改定について、補綴物維持管
理料の廃止が危惧されると述べる
吉田氏＝12月19日、大阪市内　　

こ
と
が
今
年
度
の
一
番
大
き

な
成
果
」
と
強
調
す
る
と
と

も
に
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
化
問

題
は
完
全
に
解
決
し
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

吉
田
氏
は
、
次
期
改
定
に

つ
い
て
中
医
協
論
議
の
現
状

を
報
告
。「
在
宅
歯
科
医
療

の
推
進
、
障
害
者
歯
科
医
療

の
充
実
で
、
ど
の
よ
う
に
点

数
を
配
分
す
る
の
か
注
視
し

て
い
き
た
い
」
と
し
、「
補

綴
物
維
持
管
理
料
は
、
２
年

間
の
〝
し
ば
り
〞
が
残
っ
た

ま
ま
点
数
自
体
廃
止
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　

個
別
指
導
対
策
と
し
て
は

適
正
な
カ
ル
テ
整
備
が
基
本

に
な
り
、
も
し
個
別
指
導
の

対
象
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

他
の
歯
科
医
師
と
弁
護
士
の

両
者
を
帯
同
さ
せ
、
か
つ
録

音
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
に
な
る
。
個
別
指
導
は
最

近
で
は
も
う
他
人
ご
と
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
い

つ
自
分
が
対
象
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
と
い
う

な
か
で
、
大
変
意
義
深
い
セ

ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

　

10
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
改
定

と
さ
れ
た
２
０
１
０
年
度
診

療
報
酬
改
定
だ
が
、
公
表
さ

れ
て
い
な
い
薬
価
の
マ
イ
ナ

ス
に
よ
っ
て
、
実
質
は
０
・

０
２
７
３
％
改
定
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

厚
労
省
は
、
２
０
１
０
年

診
療
報
酬
改
定
の
改
定
率
を

プ
ラ
ス
は
実
質
０・
03
％

公
表
さ
れ
て
い
な
い
薬
価
分
６
０
０
億

診 療 報 酬
改 定 率

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
、
英

保
裕
和
氏
（
兵
庫
県
三
田
市

開
業
）
を
講
師
に
09
年
11
月

29
日
、「
効
率
と
長
期
安
定

性
を
追
求
し
た
接
着
修
復
の

実
際
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

習
会
を
保
険
医
会
館
で
開

き
、
24
人
が
参
加
し
た
。

　

英
保
氏
は
、
２
次
カ
リ
エ

ス
に
な
り
抜
髄
を
行
わ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
を
示

し
、
き
ち
ん
と
手
順
を
踏
め

ば
長
期
間
、
修
復
物
を
保
存

で
き
る
と
述
べ
た
。
手
順
操

作
を
し
っ
か
り
と
踏
み
天
然

歯
を
保
存
す
る
な
ら
ば
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
よ
り
価
値

が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、「
口
腔
内
の
水
分

量
は
接
着
強
度
に
大
き
く
影

響
し
、
高
温
多
湿
に
な
る
ほ

ど
接
着
強
度
が
低
下
す
る
」

「
接
着
強
度
は
歯
質
の
破
壊

強
度
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
」
と

説
明
し
、
接
着
強
度
を
決
め

る
影
響
因
子
と
し
て
、
温
度

・
湿
度
・
唾
液
・
血
液
・
滲

出
液
・
プ
ラ
ー
ク
・
仮
着
セ

メ
ン
ト
・
そ
の
他
理
想
的
な

接
着
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る

気
持
ち
の
有
無
な
ど
を
あ
げ

た
。

　

接
着
剤
の
実
験
室
で
の
温

度
・
湿
度
の
設
定
条
件
、
実

際
の
口
腔
内
と
の
違
い
を
説

明
し
、
ロ
ー
ラ
ー
・
コ
ッ
ト

ン
・
ラ
バ
ー
ダ
ム
・
イ
ソ
ラ

イ
ト
・
Ｚ
ｏ
ｏ
‐
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ

に
つ
い
て
の
防
湿
法
で
は
、

Ｚ
ｏ
ｏ
が
一
番
湿
度
を
下
げ

る
と
述
べ
た
う
え
で
、
実
際

に
模
型
を
使
っ
て
接
着
方
法

・
使
い
方
を
指
導
し
た
。

　

ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
を
使
っ
て

の
根
管
治
療
や
充
填
の
方
法

を
パ
ソ
コ
ン
動
画
で
示
し
、

充
填
時
に
使
用
す
る
エ
ッ
チ

ン
グ
剤
・
Ａ
Ｄ
ゲ
ル
・
プ
ラ

イ
マ
ー
・
器
具
な
ど
を
説
明

し
た
。
参
加
者
か
ら
の
質
問

に
も
丁
寧
に
答
え
た
。

模型を使い接着方法について指導す
る英保氏＝11月29日、保険医会館　

わが街 わが地区わが街 わが地区

 （図）　　　2010年度診療報酬改定率
診療報酬本体 5,700億円 1.55％

歯科 600億円 2.09％
医科 4,800億円 1.74％
　　　　入院 4,400億円 3.03％　
　　　　外来 400億円 0.31％　
調剤 300億円 0.52％

薬価・材料価格改定 5,000億円 ▲1.36％
薬価改定 4,500億円 ▲1.23％
材料価格改定 500億円 ▲0.13％
後発品への置き換え （600億円）（▲2.2％）

診療報酬全体（公表ネット） 700億円 0.19％
　　（実質ネット） 100億円 0.03％

　　　　　は診療報酬の引き上げ財源には充てられず
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【
面
談
議
員
】

（
民
主
・
衆
）
森
山
浩
行
、

（
民
主
・
衆
）
田
中
美
絵

子
、（
共
産
・
衆
）
宮
本
岳

志
、（
共
産
・
参
）
山
下
芳

生【
秘
書
対
応
】

・
衆
院
（
民
主
）
稲
見
哲

男
、
大
谷
啓
、
熊
谷
貞
俊
、

熊
田
篤
嗣
、
樽
床
伸
二
、
辻

惠
、
中
川
治
、
中
島
正
純
、

中
野
寛
成
、
長
尾
敬
、
長
安

豊
、
萩
原
仁
、
平
野
博
文
、

藤
村
修
、
村
上
史
好
、
吉
田

治
、
渡
辺
義
彦

（
社
民
）
辻
元
清
美
、
服
部

良
一

（
自
民
）
竹
本
直
一
、
谷
畑

孝
、
西
野
あ
き
ら
、
柳
本
卓

治（
公
明
）
池
坊
保
子
、
佐
藤

茂
樹

（
共
産
）
吉
井
英
勝

・
参
院
（
民
主
）
梅
村
聡
、

尾
立
源
幸
、
松
岡
徹

（
自
民
）
北
川
イ
ッ
セ
イ
、

谷
川
秀
善

（
公
明
）
白
浜
一
良
、
山
下

栄
一
、
山
本
香
苗

【
面
談
拒
否
】

（
民
主
・
参
）
高
嶋
良
充

【
署
名
提
出
】

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
共

産
）
に
、「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請

願
署
名
」
１
５
０
５
筆
。

１・28国会行動

要請先一覧
（敬称略）

解説
　

後
発
品
の
置
き
換
え
効
果　

後
発

品
が
目
標
ど
お
り
普
及
す
れ
ば
、
減

る
は
ず
の
薬
剤
費
が
減
ら
せ
て
い
な

い
と
し
て
、
そ
の
半
分
に
見
合
う
額

を
、
後
発
品
の
あ
る
先
発
品
の
単
価

の
切
り
下
げ
で
削
減
し
て
い
る
。

　

北
大
阪
、
大
阪
市
北
部
、

三
島
の
３
地
区
は
09
年
12
月

19
日
、
合
同
で
「
強
化
さ
れ

る
個
別
指
導
へ
の
対
策
と
２

０
１
０
年
度
診
療
報
酬
改

次
期
改
定
と
個
別
指
導
対
策

カ
ル
テ
記
載
の
基
本
な
ど
解
説

北大阪・大阪市
北部・三島地区

高
温
多
湿
ほ
ど
接
着
力
低
下

除
湿
方
法
な
ど
具
体
的
に
解
説

大阪市東部地区

ネ
ッ
ト
で
０
・
19
％
と
公
表

し
た
。
こ
れ
は
、
薬
価
・
材

料
価
格
の
マ
イ
ナ
ス
５
０
０

０
億
円
（
１
・
36
％
）
分
を

技
術
料
本
体
の
引
き
上
げ
財

源
と
し
、
こ
れ
に
独
自
財
源

で
手
当
て
し
た
７
０
０
億
円

を
プ
ラ
ス
し
た
５
７
０
０
億

円
（
１
・
55
％
）
の
引
き
上

げ
を
、
０
・
19
％
と
発
表
し

た
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
実
際
は
後
発
品

の
あ
る
先
発
品
の
追
加
引
き

下
げ
（
置
き
換
え
効
果
）
分

の
マ
イ
ナ
ス
６
０
０
億
円

（
２
・
２
％
）
が
診
療
報
酬

引
き
上
げ
の
財
源
と
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
に
、
薬
価
・
材

の
収
入
と
み
な
さ
れ
ず
、
こ

れ
ま
で
も
改
定
の
財
源
と
し

て
こ
な
か
っ
た
と
の
見
解
を

発
表
し
て
い
る
。

報
酬
改
定
施
行
と
な
る
。

　

厚
労
省
は
、
実
質
ゼ
ロ
改

定
の
報
道
を
受
け
て
１
日
、

先
発
品
か
ら
後
発
品
へ
の
置

き
換
え
財
源
は
、
医
療
機
関

料
価
格
の
マ
イ
ナ
ス
は
全
体

で
５
６
０
０
億
円
、
技
術
料

本
体
の
引
き
上
げ
が
５
７
０

０
億
円
で
、
差
し
引
き
１
０

０
億
円
、
実
質
の
ネ
ッ
ト
プ

ラ
ス
は
０
・
03
％
だ
（
図
）。

　

後
発
品
へ
の
置
き
換
え
効

果
は
、
医
科
に
は
大
き
な
影

響
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

今
後
の
改
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
２
月
中
旬
に
中
医
協
が

点
数
改
定
案
を
厚
労
大
臣
に

答
申
、
３
月
上
旬
に
告
示
・

通
知
、
４
月
１
日
か
ら
診
療

患者への丁寧な説明の重要性を強調
する北島氏＝12月19日、保険医会館


